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１．概要（Summary） 

Quasi-Bragg (QB) grating はミラー基板をブラインド

や鎧窓のように積層した、新しい構造の透過型回折格子

である。8.2 m すばる望遠鏡や口径 30 m の TMT 望遠

鏡などに搭載される新しい天文学観測装置に搭載する分

散光学素子として、QB grating を実用化することを目的

とする。 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 マスクレス露光装置 
【実験方法】 
 サイズ 100×100 mm2、厚さ 0.5 mm の石英ガラスの平

行平面基板の両面にクロムの薄膜をスパッタリング法によ

って厚さを精密に 50 nm 程度堆積させ、さらに基板の両

面にフォトレジストを両面に塗布した基板を支給する。基

板の片面にマスクレス露光器により UV 露光してフォトリソ

グラフにより、直径 15~30 μm 程度のレジストとクロム膜の

円形パターンを 1 mm2あたり約 26 個形成する。フォトレ

ジストと金属膜をマスクとしてフッ酸等を用いて基板自体

に等方性エッチングを行い、直径と高さが 5~10 μm 程度

スペーサを形成させる。もう一方の面にエッチングの保護

膜として形成されたクロムの薄膜はミラーとして機能する。

この基板を積層して QB grating を製作する。 

 

 
Fig. 1 Diffracted beam images of QB gratings, Quasi- 
Bragg angle: 45°.  QB grating on the upper panel is 
that silica glass substrates of 0.2 mm in thickness 
deposit with chromium film on one side are laminated 
by adhesive mixed with glass beads of 10 μm in 

diameter.  QB grating on the lower panels is that 
silica glass substrates of 0.5 mm in thickness with 
emboss laminated by adhesive. 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
裏面にエッチングによりエンボス（スペーサ）を形成した

0.5 mm のミラー基板 47 枚を紫外線硬化型接着剤により

積層して、QB grating を試作した。レーザを用いた回折

像を観察した結果、接着の条件が最適ではなかったため、

部分的に周期誤差があるものの、高精度な格子間隔を実

現できる製作方法であることを確認した（Fig. 1）。 
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